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【概要】新型コロナウイルスとワクチン WEBセミナー 

 

はじめに 

令和 6年 12月 12日(木)に「新型コロナウイルスとワクチンWEBセミナー」が開催

され、自治体職員を対象に感染症の現状とワクチン接種の重要性について、感染症の

専門家である栁原克紀教授（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科 病態解析・診断学

分野）が講演を行いました。本セミナーでは、感染症対策の現状、ワクチンの有効性、そ

して自治体が担うべき役割について詳細に解説されました。 

 
 

新型コロナウイルスの現状 

新型コロナウイルスの感染状況は増減を繰り返しており、現時点（R6.12/12）では落

ち着いているものの、再び感染者数が増加する兆しが見られています。寒冷な季節に

は感染リスクが高まるため、引き続き警戒が必要です。 

講演では特に、現在主流となっているオミクロン株の派生型－XEC－について説明が

ありました。この株は従来型と比較して免疫回避能力が向上しているものの、現在使用

されているワクチン（JN1をベースに設計）が十分な効果を発揮することがデータによ

り示されています。 

また、高齢者や基礎疾患を抱える人々の重症化リスクが依然として高いことが強調さ

れました。これらの層では特に、ワクチン接種による予防が重症化リスクを抑える鍵と

なります。 

 

 
 



ワクチン接種の重要性とその効果 

ワクチンの役割と必要性 

ワクチン接種は、新型コロナウイルスによる重症化や死亡を防ぐうえで極めて重要で

す。データによれば、追加接種を行うことで入院リスクや死亡リスクが大幅に低下する

ことが示されています。たとえば、65歳以上の高齢者における入院予防効果は約 4

分の 1に低減されるとの研究結果があります。 

さらに、若年層においても感染予防や他者への感染拡大防止のためにワクチン接種が

推奨されます。特に、医療従事者や介護施設職員は、職務上接触する高齢者を守るた

めにも重要な役割を担っています。 

 

追加接種の必要性 

現在の研究では、ワクチンによる感染予防効果は接種後 4カ月程度、入院予防効果は

約 6カ月程度とされています。そのため、政府は年 1回の定期的な追加接種を推奨し

ています。また、接種間隔が長期間空くことで、抗体価が低下し、重症化リスクが高まる

ことも分かっています。 

 

後遺症の予防 

新型コロナウイルス感染後の後遺症（ロング COVID）についても触れられていました。

倦怠感、呼吸器症状、集中力の低下（ブレインフォグ）などの症状は長期間にわたり続く

場合があり、これらを防ぐためにもワクチン接種が有効であることが示されています。 

 

自治体に期待される役割 

ワクチン接種推進の重要性 

自治体は、住民への情報提供と接種促進において重要な役割を担っています。講演で

は、特に以下の点が強調されました。 

・情報発信の強化: ワクチンの効果や安全性に関する正確な情報を住民に伝える。 

・負担軽減の工夫: 接種費用の補助や予約システムの改善により、住民のハードルを下

げる。 

・摂取対象者の特性に応じた対応: 高齢者や基礎疾患を持つ住民への重点的な接種施

策を実施する。 

 

感染症対策の継続 

新型コロナウイルスは長期間にわたり地域社会に影響を及ぼすと考えられるため、自

治体は感染症対策を継続的に強化する必要があります。特に、高齢者施設や医療機関

との連携を深め、感染拡大時の迅速な対応が求められます。 

 

経済的負担への配慮 

新型コロナウイルスの治療薬は数種類ありますが、3割負担であっても高額です。ま



た、ワクチン接種にかかる費用が住民にとって負担とならないよう、今後も自治体レベ

ルでの支援体制の整備が必要です。 

 

日本におけるワクチン政策の展望 

ワクチンに対する誤解の払拭 

一部の住民の間では、ワクチン接種に対する懸念や誤解が根強く残っています。特に、

安全性や副反応に関する誤情報が不安を煽っている状況です。国や自治体は、科学的

根拠に基づく情報を広めることで、住民の不安を軽減し、接種への理解を深める努力

が求められます。 

 
 

結論 

今回のセミナーでは、新型コロナウイルスに対するワクチン接種の意義が改めて確認さ

れました。自治体職員は、住民の健康を守り、地域社会の安定を維持するために、情報

提供と接種推進に積極的に取り組む必要があります。 

ワクチン接種は、個人の健康を守るだけでなく、社会全体の感染拡大を防ぐ「公衆衛

生」の柱です。自治体の皆様には、引き続き重要な役割を担っていただきたいと思いま

す。 

 


